
⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

エ
ネ
サ
ン
ス
Ｈ
Ｄ

施
設
被
災
も
地
域
支
援
強
化

エ
ネ
サ
ン
ス
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス（
本
社
・
東
京
、

吉
岡
勉
社
長
）
は

日
の

地
震
発
生
直
後
に
危
機
管

理
委
員
会
を
開
き
、
大
規

模
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
従
業
員
や
家
族
の
安

否
、被
災
地
の
状
況
確
認
、

支
援
内
容
な
ど
を
決
め

た
。
連
日
の
会
議
で
被
災

地
や
支
援
・

復
旧
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

エ
ネ
ン
サ
ス
東
北
は
気

仙
沼
営
業
所
が
津
波
で
崩

壊
、
石
巻
営
業
所
が
事
務

所
２
階
ま
で
浸
水
。
福
島

原
町
支
店
は
構
内
に
亀
裂

が
入
り
、
原
発
に
よ
る
避

難
勧
告
を
受
け
避
難
し

た
。
仙
台
支
店
と
大
崎
市

の
本
社
・
古
川
支
店
、
築

館
支
店
も
被
害
を
受
け

た
。
一
関
、
仙
南
、
郡
山

営
業
所
に
被
害
は
な
か
っ

た
。
エ
ネ
サ
ン
ス
関
東
と

エ
ネ
サ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

は
、
栃
木
、
小
山
、
東
京

事
業
所
で
物
損
、
鹿
嶋
事

業
所
と
茨
城
営
業
所
で
水

道
が
不
通
と
な
っ
た
。

被
災
地
支
援
の
た
め
、

エ
ネ
サ
ン
ス
新
潟
を
物
資

配
送
拠
点
に

日
か
ら
発

電
機
・
生
活
物
資
・
燃
料

な
ど
を
、

日
に
は
エ
ネ

サ
ン
ス
北
海
道
か
ら
配
管

部
材
や
工
具
を
エ
ネ
サ
ン

ス
東
北
本
社
へ
搬
送
し

た
。
エ
ネ
サ
ン
ス
関
東
栃

木
事
業
所
も
物
資
配
送
拠

点
に
加
え
、

日
か
ら
陸

送
を
開
始
。
関
東
で
は

日
か
ら
他
の
営
業
所
が
鹿

嶋
事
業
所
と
水
戸
営
業
所

へ
応
援
に
入
り
、
消
費
者

宅
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
通
信

は

日
に
本
社
・
古
川
支

店
で
、

日
に
一
関
、
仙

台
、
仙
南
、郡
山
で
復
旧
。

日
に
は
本
社
で
充
填
業

務
、
築
館
支
店
で
オ
ー
ト

ガ
ス
充
填
業
務
を
再
開
し

た
。
各
拠
点
で
は
消
費
先

の
点
検
も
始
め
た
。

ををををををををををををををををををををををををを ア
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ァ
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エ
ネ
サ
ン
ス
東
北
で
稼
働
す
る
発
電
機

新潟からの救援車両

日
午
後
２
時

分
ご
ろ
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
世
界
最
大
級
の
大
地
震

が
発
生
し
、
東
北
太
平
洋
側
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
石
油
化
学
新
聞
社
（
プ
ロ
パ
ン
・
ブ
タ

ン
ニ
ュ
ー
ス
）
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
多
数
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
地
元
業
界
が
復
興
に

立
ち
上
が
る
支
援
活
動
の
一
環
で
「
東
日
本
大
震
災

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
を
募
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
緊
急
時
に
は
全
国
業
界
が
「
と

も
に
生
き
、
手
を
携
え
て
、
助
け
合
う
」
連
動
活
動

の
一
助
に
し
ま
す
。

宮
城
、
福
島
、
岩
手
、
青
森
、
茨
城
を
中
心
に
し

た
東
北
・
関
東
の
被
害
は
甚
大
で
、
被
災
地
の
中
に

は
未
だ
に
安
否
の
確
認
が
と
れ
な
い
業
界
人
も
多
数

い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
の
使
命
と
責
務
に
立
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

ひ
と
つ
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
の
再
開
に
心
を
ひ
と

つ
に
し
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
業
界
義
援

金
は
復
旧
作
業
に
あ
た
る
関
係
機
関
に
届
け
ま
す
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
広
範
な
各
位
の
ご
支
持
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
石
油
化
学
新
聞
社

プ
ロ
パ
ン
・
ブ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ス

◇

◇

「
東
日
本
大
震
災
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
募

集
要
領

★
募
集
方
法

①
銀
行
振
込
（
石
油
化
学
新
聞
社

銀
行
口
座
番
号

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
室
町
支
店

当
座
預
金
（
口
座
番
号
０
１
３
９
２
９
５
）
②
郵
便

振
替
（
同
郵
便
振
替
口
座
０
０
１
８
０
―
６
―
３
７

９
６
３
）
③
郵
送
（
現
金
書
留
）
に
よ
る
三
方
法
と

し
ま
す
。

企
業
、
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
各
社
、
各

位
を
本
紙
上
に
掲
載
・
発
表
し
ま
す
。

★
送
付
先

石
油
化
学
新
聞
社
「
東
日
本
大
震
災

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
義
援
金
」
係
（
〒
１
０
１
―
０
０

３
２
東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
２
丁
目
４
番

号

ア
イ
セ
岩
本
町
ビ
ル

。
電
話

０
３
―
５
８
３
３

―
８
８
４
０
（
代

。
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カセット
ボ ン ベ

ニ
チ
ガ
ス

専
用
こ
ん
ろ

台

８
万
本
以
上
を
提
供

22
日
、
50
㌔
容
器
２
０
０
本
を

積
み
仙
台
へ
向
け
出
発
し
た

ニ
チ
ガ
ス
（
本
社
・
東
京
、

和
田
眞
治
社
長
）
は
、
東
北

被
災
地
域
を
徹
底
し
て
支
援

す
る
。

日
現
在
の
カ
セ
ッ

ト
製
品
支
援
出
荷
数
は
ボ
ン

ベ
８
万
５
６
０
０
本
、
こ
ん

ろ
７
４
０
０
台
。
▽
仙
台
市

の
ガ
ス
事
業
者
経
由
で
被
災

地
▽
日
本
簡
易
ガ
ス
協
会
東

北
支
部
を
通
じ
宮
城
、
岩
手

県
の
事
業
者
▽
日
本

ガ
ス
協
会
東
北
支
部

経
由
で
仙
台
市
ガ
ス

局
▽
宮
城
・
岩
手
の

金
融
機
関
∪
∪
∪
の
計

カ
所
に
送
っ
た
。

充
填
済
み

㌔
容
器

２
０
０
本
の
出
荷
や

物
流
支
援
用
に
２
０

０
本
積
み
ト
レ
ー
ラ

ー
も
派
遣
し
た
。

被
災
地
で
は
機
能

が
停
止
し
た
充
填
所

も
あ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

供
給
に
支
障
が
出
て

い
る
。
仙
台
市
内
に
需
要
家

を
持
つ
事
業
者
の
要
請
で
派

遣
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
１
台
は

㌔
容
器
２
０
０
本
を
輸
送

で
き
、
関
東
圏
に
複
数
あ
る

充
填
基
地
と
デ
ポ
間
で
利
用

し
て
い
る
。
派
遣
後
は
東
北

各
地
で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
調
達
で

活
用
さ
れ
、

日
に
は
ニ
チ

ガ
ス
埼
玉
工
場
か
ら
充
填
済

み

㌔
容
器
２
０
０
本
を
積

み
再
び
仙
台
に
向
か
っ
た
。

現
地
で
は
、
津
波
で
個
別

配
送
車
両
（
２
㌧
、
３
㌧
車
）

が
流
さ
れ
た
り
海
水
に
浸
か

っ
た
り
す
る
一
方
、
新
車
の

納
期
も
ま
ま
な
ら
ず
配
送
車

両
が
不
足
し
て
い
る
。
ニ
チ

ガ
ス
は
配
送
車
と
容
器
交
換

要
員
を
派
遣
す
る
準
備
も
進

め
て
お
り
、
ヘ
ッ
ド
部
分
（
運

転
台
）
を
含
む
ト
レ
ー
ラ
ー

の
追
加
購
入
も
、
東
北
派
遣

用
に
前
倒
し
す
る
考
え
。
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夢
創
造
の
会
が
製
作

お
湯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
台

非 常 用
給湯設備

湯沸器を活用

滋賀業界
有志５人

仮
設
風
呂
設
置
へ

会
津
若
松
市
に
向
け
出
発

滋
賀
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売

事
業
者
有
志
５
人
は

日
未

明
に
滋
賀
県
を
出
発
、
避
難

所
に
仮
設
風
呂
を
設
置
す
る

た
め
、
会
津
若
松
市
に
向
か

い
下
見
を
し
た
。
５
人
は
、

中
村
ホ
ー
ム
ガ
ス
（
本
社
・

日
野
町
）
の
中
村
幸
太
郎
社

長
、
中
村
幸
男
副
社
長
、
北

伊
ホ
ー
ム
ガ
ス
（
本
社
・
彦

根
市
）
の
北
川
伊
佐
男
社
長
、

た
わ
だ
商
店
（
本
社
・
長
浜

市
）
の
太
和
田
亮
社
長
、
前

田
益
蔵
商
店
（
東
近
江
市
）

の
前
田
卓
店
主
。

会
津
若
松
市
は

日
現

在
、
市
外
か
ら
の
避
難
者
を

中
心
に
約
１
千
人
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
避
難
者
は
さ
ら

に
増
加
し
、
合
計
約
２
５
０

０
人
に
達
す
る
見
込
み
。

下
見
で
電
気
や
水
道
の
状

況
を
確
認
し
仮
設
風
呂
を
設

置
で
き
る
避
難
所
を
特
定
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
体
制
を
市

と
相
談
し
た
。
併
せ
て
同
行

し
た
２
㌧
ロ
ー
リ
ー
で
灯
油

を
提
供
し
た
。
滋
賀
県
に
帰

っ
た
後
、
資
機
材
を
準
備
し

４
月
上
旬
ま
で
に
再
訪
し
て

工
事
す
る
予
定
。

有
志
グ
ル
ー
プ
は
新
潟
県

中
越
地
震
の
小
千
谷
市
、
新

潟
県
中
越
沖
地
震
の
柏
崎
市

な
ど
、
震
災
の
た
び
に
被
災

地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仮
設

風
呂
を
設
置
し
て
き
た
。

中
村
社
長
は
「
戦
国
時
代

の
会
津
の
武
将
、
蒲
生
氏
郷

公
は
日
野
町
出
身
。
そ
の
縁

も
あ
っ
て
会
津
若
松
市
の
災

害
対
策
本
部
に
支
援
を
申
し

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
お

受
け
い
た
だ
い
た
。
多
く
の

避
難
者
が
大
変
苦
労
し
て
い

る
の
で
、
温
か
い
シ
ャ
ワ
ー

を
届
け
て
少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

張力式高圧ホースの作動で２次災
害を防ぐことができた（仙台市若
林区） 娃野克己取締役
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炊き出し・暖房に活躍する災対バルク 仙台営業所

張
力
式
ホ
ー
ス

ガ
ス
漏
洩
を
防
止

伊藤工機

災
対
バ
ル
ク
が
活
躍

ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご

㊤
被
災
地
に
向
け
本
社
を
出
発
㊨
１
億
円

の
義
援
金
目
録
を
渡
す
北
嶋
社
長
（
左
）

と
藤
原
・
伊
丹
市
長

伊
丹
産
業

伊
丹
市
に
１
億
円
寄
託
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点
検
隊
２
班
を
派
遣

物
資
は
４
便

物
流
燃
料
も
確
保

ミツウロコミ
ツ
ウ
ロ
コ
（
本
社
・
東

京
、
田
島
晃
平
社
長
）
は
、

安
否
確
認
や
物
資
提
供
な
ど

の
１
次
対
応
に
続
き
、
被
災

地
域
の
消
費
設
備
点
検
に
入

っ
て
い
る
。
関
東
７
支
店
の

応
援
部
隊
を
編
成
、
第
１
班

約

人
は
宮
城
県
（
直
売
件

数
２
万
３
千
件
）
と
福
島
県

（
１
万
３
千
件
）
に
分
か
れ

日
〜

日
に
作
業
を
実
施

し
た
。

日
宮
城
へ
出
発
し

た
第
２
班
の
作
業
で
被
災
地

域
の
点
検
が
一
巡
す
る
。

い
わ
き
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ガ
ス

が
あ
る
福
島
県
い
わ
き
市
で

は
、
原
発
事
故
に
伴
う
放
射

線
の
影
響
が
健
康
に
影
響
を

与
え
な
い
程
度
で
推
移
し
て

い
る
が
、
念
の
た
め
家
族
を

県
外
に
避
難
さ
せ
た
。
簡
易

ガ
ス
団
地
が
あ
る
た
め
、
社

員
は
現
地
に
と
ど
ま
り
安
全

管
理
を
続
け
て
い
る
。

救
援
物
資
の
提
供
は
、
大

震
災
３
日
後
の

日
に
第
１

便
、
同
じ
週
に
計
４
便
を
送

り
、
メ
ド
を
つ
け
た
。
東
北

カ
所
の
充
填
所
を
点
検

し
、
稼
働
で
き
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
石
油

製
品
は
新
潟
な
ど
か
ら
調
達

し
「
物
流
用
の
燃
料
も
手
当

て
済
み
」
（
幹
部
）
だ
。

相
馬
市
に
炊
飯
設
備

３
㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
搬
送

都協足立

デ
デ

日
朝
、
河
原

実
業
八
潮
工
場

を
出
発

埼 玉 中 央
青年会議所

避
難
者
に
炊
き
出
し

埼
玉
県
協
浦
和
・
大
宮
が
協
力

大木崇寛理事長
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避
難
場
所
と
な
っ
た
郡
山
開
成
学
園

「
創
学
館
」

根
本
石
油
（
本
社
・
郡
山

市
、
根
本
一
男
社
長
）
が
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
供
給
し
、
設
備
改

修
に
携
わ
っ
た
郡
山
開
成
学

園
（
郡
山
市
、
関
口
富
左
学

園
長
）
は
、
東
日
本
大
震
災

被
災
者
の
市
指
定
一
時
・
収

容
避
難
所
と
し
て
、
被
災
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
同
学

園
に
避
難
し
た
の
は
近
隣
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人

で
、
ピ
ー
ク
時
に

人
、
現

在
も

人
が
学
園
内
で
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

被
災
者
が
避
難
生
活
を
す

る
拠
点
は
、
同
学
園
が
創
立

周
年
を
記
念
し
て
平
成
８

年
に
建
設
し
た
、
地
上
５
階

建
て
の
「
創
学
館
」
。
被
災

者
は
日
中
こ
こ
で
過
ご
し
、

就
寝
に
は
別
棟
の
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
を
利
用
し
て
い
る
。

同
学
園
の
緑
川
洋
一
管
財

部
長
は
「
寒
い
日
が
続
く
が
、

建
物
内
は
常
時
Ｇ
Ｈ
Ｐ
で
暖

房
し
、
バ
ル
ク
供
給
で
食
事

の
提
供
も
順
調
。
電
気
は
通

じ
て
お
り
、
水
も
災
害
用
水

道
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
放
射

能
の
心
配
も
な
い
」
と
話
す
。

「
学
園
内
の
建
物
は
ヒ
ビ
一

つ
入
ら
な
か
っ
た
。
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
も
語
っ
た
。

根
本
石
油
は
、
避
難
所
を

支
え
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
切
ら
さ

ぬ
よ
う
、
ガ
ス
の
安
定
供
給

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
園
に
は
計
１
３
９
台

・
２
５
３
９
馬
力
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

郡

山

開
成
学
園

被災者を一時受け入れ
バルクで厨房
ＧＨＰ暖房根本石油が下支え
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仮
設
住
宅
の
建
設
開
始

国
交
省

陸
前
高
田
や
南
相
馬
市

国
土
交
通
省
が

日
に

発
表
し
た
応
急
仮
設
住
宅

の
対
応
状
況
に
よ
る
と
、

岩
手
（
８
８
０
０
戸
）
、

宮
城
（
１
万
戸
）
、
福
島

（
１
万
４
千
戸
）
の
各
県

知
事
が
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協

会
に
仮
設
住
宅
の
建
設
を

要
請
、
栃
木
、
千
葉
、
長

野
の
各
知
事
も
同
協
会
に

発
注
し
た
。
栃
木
は
１
４

５
戸
、千
葉
は
２
３
０
戸
、

長
野
は

戸
（
長
野
県
北

部
地
震
に
よ
る

が
当
面

必
要
と
い
う
。

岩
手
県
で
は
、
陸
前
高

田
市
の
市
立
第
一
中
学
校

校
庭
を
建
設
用
地
と
し
て

確
保
、

日
か
ら
建
設
工

事
に
着
手
し
た
。
約
２
０

０
戸
の
う
ち
、

戸
を
先

行
着
手
し
た
も
の
で
、
３

月
中
に
完
成
、
４
月
上
旬

の
入
居
を
目
指
す
。
仮
設

住
宅
２
Ｄ
Ｋ
、
約

平
方

㍍
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
。

福
島
県
で
も
南
相
馬
市

国
見
町
で

日
、

戸
の

着
工
に
入
っ
た
ほ
か
、
宮

城
県
で
も
建
設
用
地
を
確

保
、
早
期
に
着
工
す
る
。

国
交
省
は
住
宅
関
連
資

材
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、農
林
水
産
省
林
野
庁
、

経
済
産
業
省
製
造
産
業

局
、
国
交
省
住
宅
局
で
対

策
会
議
を
設
置
、
対
応
を

協
議
す
る
方
針
。

同
省
は
住
宅
生
産
団
体

連
合
回
に
、
お
お
む
ね
２

カ
月
で
少
な
く
と
も
約
３

万
戸
を
供
給
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
各
県
の
要

請
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う

供
給
の
促
進
を
要
請
し
、

通
常
の
プ
レ
ハ
ブ
用
生
産

ラ
イ
ン
活
用
の
検
討
な
ど

調
整
を
進
め
て
い
る
。

近
畿
経
済
産
業
局
の
自
主

研
究
会
「
夢
創
造
の
会
」
は

日
、
東
日
本
大
震
災
の
支

援
の
た
め
非
常
用
給
湯
設
備

３

を
製
作
し
た
。
被
災
地

に
送
り
、
現
地
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
業
者
な
ど
が
同
様
の
手
法

で
被
災
者
を
支
援
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

コ
ン
パ
ネ
と
角
材
で
作
っ

た
台
に
５
号
湯
沸
器
２
台
を

取
り
付
け
、
ガ
ス
配
管
と
給

水
配
管
を
接
続
し
た
。
現
地

に
水
道
、
電
気
が
な
い
こ
と

を
想
定
し
、
高
さ
５
㍍
以
上

に
置
い
た
タ
ン
ク
か
ら
の
給

水
で
十
分
な
水
圧
が
得
ら
れ

正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
実

験
で
確
認
し
た
。
雨
よ
け
を

付
け
屋
外
で
使
用
で
き
る
。

同
会
世
話
人
の
川
端
利
次

氏
（
同
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
部
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

課
）
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
自
ら
も
被
災
。
そ
の
経
験

か
ら
非
常
用
給
湯
設
備
の
必

要
を
感
じ
、
会
員
と
協
力
し

て
西
宮
市
や
神
戸
市
の
避
難

所
７
カ
所
に
「
お
湯
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
た
。

今
回
製
作
し
た
３

は
和

歌
山
県
の
医
療
機
関
を
通
じ

岩
手
県
の
医
療
機
関
に
送
ら

れ
る
。
太
陽
電
池
と
充
電
池

を
組
み
合
わ
せ
た
装
置
も
送

り
、
照
明
な
ど
に
役
立
て
る
。

川
端
氏
は
「
被
災
地
で
は

乳
児
の
ミ
ル
ク
や
オ
ム
ツ
処

理
な
ど
、
衛
生
面
で
湯
の
必

要
性
が
高
い
。
電
気
や
水
の

復
旧
が
遅
れ
て
も
、
給
水
車

は
比
較
的
早
く
来
る
と
思

う
。
被
災
地
近
く
の
業
界
関

係
者
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」と
話
す
。

東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
足

立
支
部
（
河
原
勇
支
部
長

河
原
実
業
会
長
）
は

日
、

足
立
区
（
近
藤
や
よ
い
区
長
）

の
要
請
を
受
け

福
島
県
相
馬
市

（
立
谷
秀
清
市

長
）
に

㌔
㌘

容
器

本
、
調

整
器
、
２
重
こ

ん
ろ
な
ど
炊
き

出
し
用
燃
料
・

設
備
を
３
㌧
ト

ラ
ッ
ク
２
台
で

搬
送
し
、
現
地

で
設
置
し
た
。

日
午
前
７
時
頃
、
河
原

実
業
八
潮
工
場
か
ら
相
馬
市

に
向
け
、
運
転
手
２
人
に
同

区
役
所
災
害
対
策
課
の
職
員

２
人
が
同
乗
し
予
備
燃
料
を

積
ん
だ
３
㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台

が
出
発
。
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に

は
「
災
害
対
策
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配

送
車
」
の
横
断
幕
を
取
り
付

け
た
。
同
日

時

分
頃
、

相
馬
市
に
到
着
し
た
。
河
原

実
業
の
社
員
と
足
立
区
災
害

防
災
課
の
職
員
が
現
地
で
炊

き
出
し
用
設
備
を
セ
ッ
ト
し

午
後
８
時
過
ぎ
に
八
潮
工
場

に
全
員
が
無
事
帰
着
し
た
。

相
馬
市
か
ら
今
必
要
な
の

は
炊
き
出
し
用
の
燃
料
・
設

備
と
の
回
答
が
あ
り
、

日

に
近
藤
・
足
立
区
長
が
河
原

支
部
長
に
要
請
し
た
。
足
立

区
と
相
馬
市
は
「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
結
ん
で
い
た
た
め
、

区
と
災
害
時
支
援
協
定
を
結

ん
で
い
た
都
協
会
足
立
支
部

が
炊
き
出
し
用
燃
料
・
設
備

を
無
償
で
提
供
し
た
。

河
原
支
部
長
は
「

日
夕

方
に
八
潮
を
出
発
す
る
こ
と

は
で
き
た
が
、
大
き
な
余
震

が
続
い
て
い
た
。
２
次
災
害

を
回
避
す
る
た
め
安
全
策
を

採
り
、

日
朝
の
出
発
と
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。

埼
玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
設
備
を
貸
し
出

し
、
炊
き
出
し
に
協
力
し
て
い
る

埼
玉
中
央
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
、
大
木
崇
寛
理
事

長
）
が
埼
玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
浦
和
支
部
（
大
久
保
勝
行

支
部
長
）
・
大
宮
支
部
（
遠

藤
晃
支
部
長
）
の
協
力
の
下
、

さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た
ま
ス

ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
避
難
者

に
豚
汁
な
ど
温
か
な
汁
物
の

炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

大
木
理
事
長
は
「
明
る
い

豊
か
な
街
づ
く
り
を
目
的
に

掲
げ
て
お
り
、
今
回
は
ぜ
ひ

役
に
立
ち
た
か
っ
た
。
先
輩

か
ら
、
温
か
い
食
べ
物
が
心

を
落
ち
着
か
せ
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
炊
き
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
れ
ば

必
要
な
設
備
や
食
料
が
確
保

で
き
る
と
思
っ
た
」と
話
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ
は

日
に
炊
き
出

し
を
開
始
、

日
か
ら
埼
玉

県
協
会
に
設
備
を
借
り
て
炊

き
出
し
を
続
け
て
い
る
。
弁

当
や
パ
ン
は
配
給
さ
れ
て
い

る
の
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
メ
ン
バ
ー

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
夕
方

に
豚
汁
や
み
そ
汁
、
ラ
ー
メ

ン
な
ど
毎
回
メ
ニ
ュ
ー
を
変

え
温
か
い
汁
物
を
１
５
０
０

〜
２
千
人
分
提
供
し
て
い

る
。
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
の
一
時
避
難
が
終

わ
る

日
ま
で
炊
き
出
し
を

続
け
る
予
定
だ
。

大
久
保
・
埼
玉
県
協
浦
和

支
部
長
は
「
支
援
し
た
い
が

被
災
地
へ
簡
単
に
行
け
る
状

況
で
は
な
い
。
埼
玉
に
避
難

し
て
き
た
方
々
に
手
助
け
を

で
き
れ
ば
と
思
っ
た

遠
藤

・
大
宮
支
部
長
は
「
手
配
で

き
る
物
な
ど
何
か
協
力
で
き

れ
ば
と
思
っ
た
」と
話
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
は

現
在
２
１
５
６
人
が
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
が
、
こ
の

う
ち
４
月
か
ら
は
福
島
県
双

葉
町
の
約
１
２
０
０
人
が
加

須
市
の
旧
埼
玉
県
立
騎
西
高

校
（

年
度
末
に
閉
校
）
の

校
舎
に
移
動
す
る
。
閉
校
ま

で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供
給
し
て
い

た
ｉ
ｎ
ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
本
社
・
鴻
巣
市
、
竹
澤

裕
信
社
長
）
が

日
に
配
管

や
器
具
、
保
安
設
備
の
点
検

調
査
を
開
始
し
た
。

伊
藤
工
機
（
本
社
・
東
大

阪
市
、
内
海
二
郎
社
長
）
の

娃
野
克
己
取
締
役
東
京
支
店

長
は
、
東
日
本
大
震
災
当
日

に
仙
台
市
若
林
区
の
仙
台
営

業
所
で
被
災
し
た
。
翌

日

に
は
取
引
先
で
あ
る
多
賀
城

市
の
仙
台
プ
ロ
パ
ン
（
片
平

和
彦
社
長
）
ま
で
車
と
徒
歩

で
向
か
い
、
道
中
で
被
災
地

の
被
害
状
況
を
カ
メ
ラ
に
収

め
た
。
県
道

号
を
北
上
す

る
な
か
、
建
物
を
津
波
に
流

さ
れ
て
も
残
っ
た
ラ
ー
メ
ン

店
の
バ
ル
ク
貯
槽
、
高
圧
線

に
ぶ
ら
下
が
る

㌔
㌘
容
器

（
カ
メ
イ
多
賀
城
Ｓ
Ｓ

津

波
に
よ
る
流
木
で
倒
壊
し
た

仙
台
プ
ロ
パ
ン
の
社
屋
・
充

填
所
な
ど
だ
。
住
宅
地
で
直

立
す
る
容
器
は
皆
無
で
、
配

管
が
折
損
し
な
が
ら
も
張
力

式
高
圧
ホ
ー
ス
が
漏
洩
を
防

止
し
た
現
場
も
多
か
っ
た
。

一
方
、
仙
台
営
業
所
（
尾

崎
毅
所
長
）
の
災
対
バ
ル
ク

（
４
９
０
㌔
㌘
）
が
震
災
当

日
か
ら
フ
ル
稼
働
で
炊
き
出

し
、
暖
房
と
被
災
地
の
生
活

を
支
え
て
い
る
。
震
災
発
生

時
は
、
営
業
所
に
東
日
本
地

区
の
支
店
・
営
業
所
の
業
務

グ
ル
ー
プ
社
員

人
を
集
め

研
修
会
を
開
い
て
い
た
。
社

屋
は
津
波
被
害
や
倒
壊
こ
そ

免
れ
た
が
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
災
対
バ
ル
ク
に
開

放
式
ス
ト
ー
ブ
を
接
続
、
孤

立
し
た
出
張
社
員
は
段
ボ
ー

ル
を
敷
い
て
社
屋
に
泊
ま
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

し
、
地
元
社
員
や
地
域
か
ら

食
材
を
か
き
集
め
、
翌

日

か
ら
炊
き
出
し
を
開
始
。
周

辺
企
業
の
社
員
や
地
域
住
民

に
お
に
ぎ
り
を
配
っ
た
。

仙
台
営
業
所
は
、
平
時
か

ら
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
湯
沸
器
、
こ
ん

ろ
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
し
て

い
る
。
災
害
発
生
時
に
バ
ル

ク
内
の
残
量
は

％
だ
っ
た

が
、
ス
ト
ー
ブ
と
煮
炊
き
な

ど
で

日
間
、
稼
働
を
続
け

た
。

日
に
は
岩
谷
産
業
の

バ
ル
ク
ロ
ー
リ
ー
か
ら
充
填

を
受
け
、
現
在
も
炊
き
出
し

を
続
け
て
い
る
。

日
以
降

は
本
社
か
ら
の
災
害
物
資
輸

送
登
録
車
両
２
台
が
ほ
ぼ
２

日
に
１
度
の
頻
度
で
物
資

（
食
料
、
水
、
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
、
調
整
器
な
ど
供
給
機

器
類
・
部
材
）
が
ピ
ス
ト
ン

輸
送
で
送
ら
れ
て
い
る
。

伊
丹
産
業
（
本
社
・
伊
丹

市
、
北
嶋
一
郎
社
長
）
は

日
、
被
災
地
支
援
の
た
め
藤

原
保
幸
・
伊
丹
市
長
に
市
長

室
で
１
億
円
の
義
援
金
目
録

を
手
渡
し
た
。
義
援
金
は
伊

丹
市
を
通
じ
日
本
赤
十
字
社

兵
庫
支
部
に
寄
付
さ
れ
る
。

ま
た
、
常
松
成
己
・
日
本

簡
易
ガ
ス
協
会
東
北
支
部
長

の
要
請
を
受
け

日
午
後
７

時
、
緊
急
支
援
物
資
を

㌧

ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
本
社
を

出
発
。

日
午
前

時
、
仙

台
市
の
同
支
部
指
定
場
所
に

到
着
し
た
。

北
嶋
社
長
は
「
大
震
災
は

広
域
で
、
大
津
波
や
原
発
に

よ
る
放
射
線
な
ど
被
害
が
甚

大
。
復
旧
・
復
興
に
は
莫
大

な
資
金
が
必
要
と
な
る
。
最

大
限
の
支
援
を
す
る
」
と
述

べ
た
。
支
援
物
資
は
▽
無
洗

米
５
㌔
㌘
×
３
０
０
袋
▽
も

ち
３
６
０
㌘
入
り
×
３
千
袋

▽
水
５
０
０
㍉
㍑
入
り

本

×

㌜
▽
マ
ス
ク
１
万
８
０

０
枚
▽
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
５

０
０
食
▽
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

箱
×

㌜
▽
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

台
▽
毛
布
１
２
０
枚
。

現
地
に
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン

伊
丹
産
業
は
伊
丹
市
の
依

頼
を
受
け
、

㌔
㍑
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
２
台
で
宮
城
県
登

米
市
に
灯
油

㌔
㍑
と
ガ
ソ

リ
ン

㌔
㍑
を
搬
送
し
た
。

伊
丹
産
業
輸
送
の
社
員
４
人

が

日
午
後
３
時
に
本
社
を

出
発
し
た
。

日
午
前
８
時

分
、
宮
城
県
災
害
対
策
本

部
の
車
両
と
東
北
自
動
車
道

路
・
築
館
Ｉ
Ｃ
で
合
流
し
、

先
頭
誘
導
を
受
け
Ｓ
Ｓ
２
カ

所
に
納
品
し
た
。

日
午
前

時
半
に
作
業
を
終
了
、

日
午
前
９
時
半
に
帰
社
し

た
。
配
送
先
で
は
、
住
民
か

ら
「
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
謝
意
を
受
け
た
。

（４）２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可） （４）２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可）


